

















































































































































































































































2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
農業 25,407 24,084 22,844 21,595 20,398 19,206 19,293
林業 371 440 516 579 643 700 790
水産業 670 648 626 604 583 561 557
鉱業 333 330 330 298 303 303 305
製造業 187,755 196,023 204,091 203,286 188,805 189,374 193,005
建設業 51,353 49,342 47,505 46,360 46,003 44,298 44,237
電気･ガス･水道業 5,487 5,319 5,163 5,096 5,142 5,019 5,012
卸売･小売業 113,073 112,487 113,520 113,897 113,041 112,670 113,213
金融･保険業 16,944 16,624 16,532 16,610 16,994 16,779 16,736
不動産業 5,587 5,554 5,516 5,552 5,682 5,627 5,623
運輸業 32,305 31,980 31,728 32,072 33,192 33,086 33,025
情報通信業 12,054 12,214 12,220 12,429 12,894 13,123 13,104
サービス業 162,315 159,879 157,785 158,781 163,906 162,536 162,259
Ⅲ．計量分析
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　次に、利潤関数 ∏ を下記の通り仮定し、生産関数(1)を代入する。ここで w は単位努力量あたり
の費用（努力量価格）である。
wXPQ –=∏
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　シジミについては、MSY（最大持続生産量）は4595トンである。ただし、そのときの価格水準は0.008
となるので、現在の0.3の価格水準とは大きな開きがある。現在の漁獲量は100トン以下となっていて、
価格が0.3の水準だから、かろうじて供給曲線上にある。資源管理を考慮すれば価格が上昇傾向を示
しているので漁獲量はこのまま低位で推移しなければ過剰漁獲となってしまう。
内水面漁業の資源管理
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Ⅴ．まとめ
　魚種別の供給曲線から滋賀の水産業を考察してみる。滋賀の水産業は衰退の一途をたどっている
ことは、グラフから読み取れる。このため、稚魚を放流するという施策が行われているが、概ね評
価してよい結果を出している。ただし、漁獲量を増加させて産業を発展させようとするならば、資
源枯渇の問題にぶつかる。漁獲量の増加を図るのならば、琵琶湖の生態系を考えた上で稚魚の放流
を行い、資源量がある程度回復するまで漁業を行わないなどの対策が必要だろう。また、価格の安
定も見逃せず、価格が不安定だと漁獲量を増加させても資源枯渇の状況を作ってしまい、滋賀の水
産業を破壊してしまう可能性がある。
　滋賀県は人口増加している数少ない県でもある。また、製造業に強みもあるので水産業をどう位
置づけるかという議論が必要だろう。その上で、漁業の発展を目指すのならば、水産業の6次産業
化を進め、付加価値をつけることで価格の変動や漁獲量に対応していく漁業が必要となる。
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